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研究成果の概要 

昨年度、我々は結晶性のナノ多孔性材料（MOF）を鋳型とすることで、世界で初めてポリアセン

を合成することに成功した。今年度は、本成果を論文誌で報告するとともに、ポリアセンの物性に

ついて調査を行った。MOF鋳型法は、これまでのアセン合成で用いられてきた表面合成法とは異

なり、バルク量のサンプルを得ることができるため、様々な解析手法を用いることが可能である。ポリ

アセンの温度可変 ESR測定の結果、温度上昇に伴う磁化率の増加が観測された。Bleaney-

Bowers式を用いたフィッティングによって、ポリアセンのビラジカル性を実証することに成功した。し

かし、そのビラジカルの数は、理論予測されているものよりも数桁小さいことが分かった。粉末 X線

回折測定や分子動力学計算によって、ポリアセンは分子同士がπスタックした構造をとっているこ

とが示唆され、（見かけ上の）ビラジカル性の減少には、分子間のスピン-スピン相互作用が寄与し

ていることが予想される。ポリアセンの予想外の磁性を解明するために、現在、密度汎関数法によ

る凝集ポリアセンのビラジカル性の理論計算とともに、モデル化合物として長さが明確に定まった

アセンの合成・磁性評価に取り組んでいる。 
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